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内 容 抄 録

 金澤市内某男子中等學校生徒751名ニツキ集團検診

ヲ行フ．「ツ」皮：内反磨陽性率ハ39・3±1・8％，「レJ線

所見上結核性攣化アリト認ムルモノ64・7±1・7％，赤

沈促進者12・3±1．3％ナリ．

 此等ニツキ種kノ角度ヨリ統計的観察ヲ行ヘリ．結

核菌糠査ニチハ陽性者ナシ．要注意者74名ヲ護見セル

モ何レモ感染源卜認ムベキモノニアラズ．

第1章緒 論
第2章：調査勤象及ビ調査方法

 第1項 調査封象

  第1目 調査人員

  第2目 調査施行期日

 第2項 調査方法

  第1目 「ツベルクリン」皮内二二

  第2目 fレγトゲγ」線橡査

  第3目 赤血球沈降速度測定

  第4目 含蹴水結核菌培養

  第5目 一般身盟検査

第3牽 調査成績
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 第1目 赤血球沈降速度ト「レントゲン」線所見

 第2目 赤血球沈降速度ト「ヅペルクリン」皮内

     反懸

 第3目 赤血球沈降速度ト既往症

第4項 含嚇水結核菌培養

第5項 要注意卑

下4章 考 察

 第1項 『ツベルクリン」皮内反回

 第2項 「レントゲンJ線所見

 第3項赤血球沈降速度

第5牽 結 論

    丈 献

第1章 緒

 画家非常時＝際シ物的資源ト共＝人的資源ノ

重要性ハ上々増大セリ．カ・ル見地ヨリシテ青

少年ノ健康調査i，特＝結核ヲ主トシテノ集團槍

診，購力組曲等が國家的事業トシテ行田レド疾

病ノ豫防，早期獲三等二努力セラル・＝至レ

リ．余等モ亦此ノ男子ノ隣家的要求＝nkフ可ク

金澤市内某男子中等學校生徒751名川ツキ「ツベ

ルクリン」皮内反町，「レントゲン」線槍査問

論

血球沈降速度測定，喀淡槍査，一般生盟測定，

既往症ノ調査等ヲ行ヒ，種々ノ統計的観察ヲ行

ヒタリ．勿論力・ル調査細心二1日ノミ之ヲ施

行スルモ其ノ意義勘ク之ヲ績行シ同一生活條件

＝於ケル結核感染及ビ稜病ノ幽幽ヲ動的二観察

眼討シテ幽晦テ意義アラシメ得ルモノナルヲ以

テ逐年的検査ヲ綾行スル豫定ナルモ今回ハ其ノ

99 1回槍診成績ヲ報告セントス．

第2章調査欝象及ビ調査方法

      第1項 調査封象

      第1目 調査人員

 調査入員ハ金澤市某男子中等學校生徒全員751名ニ

シテ第1學：年159名，第2學年158名，第3學年154

名，第4中年151名，第5學年129名ナリ．年齢ハ12

年9ヶ月ヨリ18年9ケ月二及ブ．

      第2目 調査施行期日

 昭和15年10月下旬ヨリ同年12月初旬二亘リ施行x．

      第2項 調査方法

   第1目「ツベルクリン」皮内反立

 薔「ツベルクリン」1000倍液0・1ccmヲ用フ，原液ハ

傳研製薔「ツベルクリン3ニシテ無菌的操作ノモトニ生

理的食璽水ヲ以テ1000倍二稀繹シ，石炭酸ヲ追加セ

ズ．注射器ハ1cc皿ヲ200二分劃セル「ルエチソ」注射

器ヲ，注射針ハ内径4分ノ1粍ノモノヲ用ピタリ．注

射部位ハ左側前帯ヲ選ビ其ノ屈側面ニシテ上臆二近キ

部位二施行セリ．反軍ノ判定ハ全國公立結核療養所長

會議並二個月相談所長會議ノ決定（1）二從ヒ5mm以上

ヲ陽性トナシ，4mm以下ヲ陰性トセリ．

    第2目「レントゲン」線槍査

 第1學年生徒159名筆1員及ピ第2學年以上ノ生徒＝

シテー・股身腿樵査，「レントゲン」線透覗，既往症等二

ヨリ疑ハシキモノ100名，合計259名ハ「レントゲン」線

               爲眞撮影ヲ，残りノ492名ニハ『レントゲン」線透親ノ

ミヲ行ヘリ．

    第3目 赤血球沈降速度測定

 赤血球沈降速度測定ハWestergren筆法（2）二從ヒ實

施セリ．絢構酸曹達ハ3・8％ノモノヲ用ヒ，1時聞樹

冠ビ2時間後ノ値ヲ記録セリ．測定時ノ氣温ハ18．0。C

乃至26・0。Cナルモスペテ20・0。Cノモノニ換算セリ

（換算方法ハ漁村二一ケル結核ノ研究，柿下他5名，

金澤署科大藩十全會雑誌，第47巻第5號1206頁，昭和17

年5月考照）測定ハ午後1時ヨリ午後4時マデノ間s

行ヘリ．赤血球沈降速度ノ正當値ハ諸家轟ヨリテ昌々

ナルモ余響ハ横井等（3）a從ヒ1時間値1mm乃至12mm

ヲ以テ正常値ト定メタリ．

     第4目 含蹴水結核菌培養

 生理的食盤水圏テ含漱セシメ，喀療ノ喀出ヲ容易ナ

ラシメ，10名一括シテ硫酸法昌テ盧理シテ小林培地と

5ケ月間艀卵器申二於テ培養セシ成績ナリ．

      第5目 一・ ﾊ身彊豊槍査

 身開診察．燈温測定，肺活量測定，梅尿，橡便等ヲ

行ヘリ．伺諸種生艦計測ヲモ行ヘルが此昌關シテハ他

日報告スル所アル可シ．
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第3章調査成績
第1項「ツベルクリン」皮内反慮成績

第1目 「ツベ：ルクリン」皮内反慮ノ陽

  性率及ビ學年別成績（第1表）

総入員751名中陽性入員295名，陰性入員ハ

456名ニシテ陽性牽ハ39・3士1．8％ナリ．之ヲ學

年別呂見ルトキハ第4學年梢々高率ヲ示スモ大

年學年ト亭行シテ増加スルヲ認ム．

第1表  學年別「ツ」反慮成績

陽 性 人 員
學  年 翌年均年齢月 入員 陰性入員

5－10
高 mm

   l    l
P1－2021－3030mm

一「肚 計

陽性率

1三年

Q學年

R學年

S學年

T學年

13．5

P4．5

P5．5

P6．4

P7．5

159

P58

P54

P51

P29

101

P01

X6

W0

V8

96532 15

P7

P8

R1

P2

22

Q5

P7

Q6

Q2

12
X181115

58

T7

T8

V1

T1

36．5士3．8

R6．1：』：3．8

R7．7±3．9

S7．0±4．1

R9．5士4。3

計 隔751 456 25 93 112 65 295 39．3：：ヒ1。8

  第2目 出身小學校別成績（第2表）

 出身小學校ヲ金澤市，富山市，平井市，高岡

市ノ4市小學校，上記4市ヲ除キタル北陸3縣

ノ郡部小學校及ビ北陸以外ノ他府縣小子校ノ三

ツ＝匿別シ「ツベルクリン」皮内反慮ヲ観察セ

リ．下級學年層於テハ市部出身者ノ陽性士別郡

部出身者ノ陽性早出リモ僅力n高率ナルモ，上

級暦年町明テハ市部出身者二比シ郡部出身者ノ

陽性率著明二増加シ，陽性牽ハ下級暦年ト逆：輔

スルヲ認ム．他府縣出身者ハ上級早年モ下級學

年モ略同高層シテ北陸3縣出身者ヨリモ高率ナ

リ．

第2表  出身小學一別「ツ」反鷹成績

 〔上級生（4，5學年），下級生（1，2，3雪年）〕

市 郡 他
   出身小半校

繼艶ｶ
@下級生別

人員
陽性
? 陽性率 人員

陽性

l員 陽性率 入員 陽性
? 陽性率

下 級 生

?級 生

333

Q16

122

X2

36．6±2．6

S2．6士3．4

188

T0

41

Q3

34．7土3．3

S6．Q±7．0

20

P4

10

V

50．0±11．2

T0．0士13．3

計 38．9±2．1 38．1±3．7 50．0士8．6

市P金澤市，富山市，福井市，高岡市

郡二石川，窟山，顧井3縣ヨリ上記4市ヲ除キタル郡

他＝：上記3縣以外ノモノ

  第3目 父兄ノ職業別成績（第3表）

 生徒ヲ其ノ父兄ノ職業ニヨリ表ノ如ク分類セ

ル＝「ツベルクリン」皮内反慮陽性率ハ自由業

43．9士6．1％及ビ商工43．4士3・5％ニシテ最大，

勤入36．1±2．8％ニシテ最小，農i業38・6±6・7％

及ピ無職38．0±4．3％sシテ申間昌位ス・

［ 169 1
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   ノ第3表  職業別「ツ」反骨成績

職業 農 業 商 工 勤 人 自由業 無 業

學年 工員 陽性
? 陽性率 人員 陽性

l員
陽性奉 入員

人員
陽性1陽性率

入員
陽性

ｪ員
陽性率 三二

1陽性
?

陽性率

37．5 35．7 一 35．3 42．9 一 36．4

1學年 24 9 士 42 15 士 68 24 ± 14 6 ± 11 4 士
9．7 7．4 5．8 13．2 14．5

一 57．1 一『 31．9 一一 41．9 37．5 23．1

2學年 7 4 ± 47 15 ± 62 26 士 16 6 ± 26 6 ±

18．7 6．8 6．3 ユ2．1 8．3

33．3 一 37．2 一 32．2 46．2 ｝一 46．7

3學年 9 3 士 43 16 士 59 19 ± 13 6 士 30 14 ±
ユ5．7 7．3 6．1 13．8 9．1

一 66．7 一『 59．5 一｝ 37．9 ㎜ 46．2 一 41．4

4學年 9 6 ± 42 25 士 58 22 ± 13 6 ± 29 12 士
15．7 7．7 6．4 13．8 9．1

一 58．1 32．7 50．0 一一 40．0

5學年 8 0 0 31 18 ± 55 18 土 10 5 ± 25 10 士
8．9 6．3 15．8 9．8

一 38．6 『 43．4 一一 36．1 一一 43．9 『一 一38．0

計 57 22 ± 205 89 士 302 109 ± 66 29 ± 121 46 ±
6．7 3．5 2．8 6．1 4．3

 第4目 既往症別成績（ac 4表及ビ第5表）

 直接間診昌ヨル既往一中結核性並ピニ結核ノ

疑iビアルモノハ62名評シテ：奎燈ノ8．2％二當ル．

而シテ此ノ中「ツベルクリン」皮内反憲陽性者39

名ニシテ其ノ陽性率ハ62．9±6．1％ナリ．カ・ル

既往症ナキモノノ陽性率ハ37．2±1．8％＝シテ既

第4表 既往症別「ツ」三鷹成績
、

既往症 有 ル
モ・ l     i

無 キ モ  ノ

學 年 入員 陽性
l員 陽性率 順1難 陽性i率

1學年 11 8 72．7±13．4 148 50 33．8±3．9

2學年 9 6 66．7±15．7 149 51 34．2±3．9
囑

3學年 11 6 54．5士15．0 143 52 36．4±4．O

4學年 17 10 58．8±11．9 134 62 45．5土4．3
 

5學年 14 9 64．2±11．6 115 42 36．5±4．5

計 62 39 62．9±6．1 689 256 37．2士1．8

第5表  既往症病名別成績

百 分 比
’

病   名・ 入  員 陽  性 陰  性 陽性率62名二 全員二
封 シ 封 シ

肺尖カタル 4 6．5 0．5 0 4 0

肺  浸  潤 4 6．5 0．5 3 ．ユ 75．0

肋  膜  炎 25 40．3 3．3 21 4 84．0

肺門腺腫膿 21 33．9 2．8 11 10 52．4

腹  膜  炎 8 12．9 1．1＿ 5 3 62．5

頸腺 腫 脹 2 3．2 0．3 0 2 0

カ  リ エ ス 1 1．6 0．1 0 1 0

計
65

R名璽復
40

P名重復
2轟復1

［ 170 ］



金澤市内某勇子申等學校生徒ノ集團梅診成績 413

往症アルモノノ陽性率ハナキモノノ陽性昌昌比

シテ遙カニ高牽ヲ示シ，之ヲ學年別二十ルニ各

學年スベテ同様ノ關係ニアルヲ認ム．十二既往

症ヲ有スル62名中3名ハ2病名ヲ有スルヲ以テ

合計65件ノ病名ヲ分類セル第5表ノ如ク肋膜炎

25名ニシテ最モ多ク62名中ノ40．3％，全員ノ3．3

％二當リ，肺門腺腫脹ハ21名62名四ノ33．9％，

全員ノ2．8％s相當シ，腹膜炎8名，肺尖カタ

ル」4名，肺浸潤4名，頸腺腫脹2名，「カリエ

ス」1名ノ順ナリ．此ノ病名別昌ヨル「ツベルク

リン」皮内反慮ノ陽性率ハ肋膜炎84．0％ ＝ v’テ

最：高ヲ示シ，昌昌肺浸潤75．0％，腹膜炎625

％，肺門腺腫脹52・4％ノ順ナリ．肺尖ガタル」，

頸腺腫脹，「カリエス」等ハ陽性as Oナリ．

   第5目 肺活量トノ關係（第6衷）

 雫均肺活量二於テ陽性者ハ2961，陰性者ハ

2960昌シテ偉者間引差ヲ認ムルコト能ハズ，之

ヲ各課年別＝見ルモ平均値，最大値，最小値殆

ンド差ナシ，

第6表  肺活量トノ關係

陽 性 陰 性
學  年

人 員 牟均値 最大値 最小値 人 員 李均値 最大値 最小値

1學年
Q學年
R學年
S學年
T學年

57

T7

T8

V1

T1

2ヱ79

Q929

R027

R328

R348

3000

S100

S150

S900

S240

1300

P400

P800

P840

Q360

100

P01

X6

W0

V8

2249

Q724

R012

R346

R470

3250

S750

S100

S700

S560

1100

P300

P820

Q200

P980

計 2961 2960

   第2項「レントゲン」線槍査成績

    第「目「vントゲン」線所見

      （第7表及ビ第8表）

 「レントゲン」線爲眞或ハ透覗ニヨル所見ハ第

7表ノ如ク正常ト思バレルモノ265名（35．3±1．7

％）＝シテ攣化ヲ認メタルモノ486名（64．7士1．7

％）ナリ．之ヲ學年別二観ルトキモ略同率ヲ示

シ，學年ニヨル差異ハ著明ニアラズ．

 ag 1學年ノ全部159名及ビ第2學年以上ノモ

ノニシテ「レントゲン」透視及ビ理學的槍査，師

往症等ヨリシテ疑ハシキモノ100名，合計259

名昌爲眞撮影ヲナシタリ．其ノ中著明ナル攣化

ハ初期症1伏群ノ比較的薪シキモノ2名＝シテ，

硬性初期症歌群14名，共ノ中「ツペルクリン」皮

内反慮陰性ニシテ陽性アネルギー」ト考ヘラル

・モノ5名ナリ．肺門＝於ケル結核性攣化ヲ有

スルモノノ中活動性ト思ハル・モノ14名，肺野
    も二浸潤ヲ有スルモノ36名，申滲出型ト思ハル、

モノ7名，室洞ヲ有スルモノ3名，肋膜ノ著明

ナル肥厚ヲ有スルモノ10名ナリ．

第7表「レ」線所見
 レ線所見

{ 年
縛人員

正常ト思バレルモノ 縫化ヲ認メタルモノ

入 員 ％ 人 員 ％

 1學年
P2學年
@3學年
@4學年
@5學年

159

P58

P54

P51

P29

55

T7

T5

T1

S7

34．6±3．8

R6．1±3．8

R5．7士3．9

R3．8±：3．8

R6．4±4．2

104

P01

@99
P00

f82

65．4士3．8

U3・9±串・8

U4．3±3．9

U6．2土3．8

U3．6±4．2

計 751 265 ・35．3士1」7 鰯 64．7士1．7

一 一

［ 171 1
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第8表 「レ」二丁眞所見

横隔膜 石灰 肺門淋 初期攣 肋膜 肺門羽翼
學  年 全員 正常 異常

癒 着
毛様線

化工
巴腺腫
ｯ（硬）

化群
i硬） 肥厚

巴腺腫
ｯ（軟）

一群
i軟）

浸潤 室洞

1十年 159 55 1⑪4
塁※

0
3§※ 豊※ 1※ 金※ §※

2 11※ 1

2學年 20 3 17 詠 0 諫 11※ 1※ 1
呈※

0 1※ 1

3學年 30 6 24 伽 1※ 1※ ｝1※ 皇※
1 1 0

量※ 1

4學年 24 2 ・22 詠 Q 無 熟 4 1 0 0 7 0

5學年 26 6・ 20
§※ 0 課 z※ 1 3 撫 0 3 0

計 259 72 187 ll※ ｝※ ll※ 1葦※ 41※ 1盤 1藍※ 2 39※ 3

  第2口 「レントゲン」線所見「ツベル

  タリン」皮内反慮（第9表及ピ第10表）

「ツベルクリン」皮内反慮ト「レントゲン」線所

見Fノ關係ヲ見ルn第9表二於ケルが如ク「レ

ントゲン」線所見判攣化ヲ認メタルモノノ陽生

率ハ43．6±2．2％＝シテ正常ト思ハル・モノノ陽

性率31．3±2．8％二比シ融々大ナリ．

 之ヲ學年別三門ルトキ多少ノ相違ハ存スルモ

何レモ攣化ヲ認メタルモノニ於テ高率ヲ示セ

リ．而シテ第10表二三ケルが如ク陽性者中二於

第9表  「ツ」反慮トレ線所見 （其ノ1）

レ線概則 正常ト思バレルモノ 攣化ヲ認メタルモノ

學 年 入員 陰性
l員

陽性
l員 陽性率 人員

陰性
?

陽性
D員 陽性率

1學年
Q學年
R學年
S隔年
T學年

55

T7

T5

T1

S7

47

R9

R7

Q7

R2

818182415

14．5±4．7

R1．6±6．2

R2．7±7．0

S7．1士7．0

R1．9±6．8

104

P01

X9

P00

W2

54

U2

T9

T3

S6

50

R9

S0

S7

R6

48．1±4．9

R8。6±4．8

S0．4士4．9

S7．0±5．0

S3．9±5．5

計 265 ユ82 83 31．3±2．8 486 274 212・ 43．6±2．2

第10表  「ツ」反慮｝レ線所見 （其ノ2）

陰     性 陽     性 ツ反軍

O年
入員

レ線上正
夋g思ハ
泣泣cm

レ線上二
ｻヲ認メ
^ルモノ

縫化ヲ認メタルモ

mノ傘
人員

レ線上正
夋g思ハ
泣泣cm

レ線上鍵
ｻヲ認メ
^ルモノ

攣化ヲ認メタルモ

mノ率

1學年
Q學年
R學年
S學年
T學年

101

P01

X6

W0

V8

47

R9

R7

Q7

R2

54

U2

T9

T3

S6

53．5±5．0

U1．4±4．8

U1．5土5．0

U6．2±5．3

T9．0±5．6

58

T7

T8

V1

T1

818182415

50

R9

S0

S7

R6

86．2±4．5

U8．4±6．2

U9・0±6．1、

U6．2±5．6

V0．6±6．4

計 456 ユ82 274 60．1±2．3 295 83 212 71．9±2．6

［ 172 ）
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テ「レントゲン」線上攣化ヲ認メタルモノハ71．9

士2．6％ニシテ陰性社中「レントゲン」線所見二

攣化ヲ認メシモノハ60」±2．3％ナリ．即チ陽性

者二於テハ陰性者二於ケルヨリ「Vントゲン」線

所見上二化ヲ認ムルモノ多ク之ヲ二二年別＝見

ルトキモ略同様ナリ．

     第3項赤血球沈降速度

 第1目赤血球沈降速度ト「レントゲン」

    ’線所見（第11表及ビ第12表）

 赤血球沈降速度ノ正常値ヲ示スモノハ659名

ニシテ全員ノ87．7±1．3％，促進者ハ92名ニシテ

12．3±1．3％二相當ス．赤血球沈降速度ト「レン

トゲン」線所見トノ關係ヲ見ルニ第11表ノ如ク

學年別＝見ルトキハ多少ノ相違アルモ第1學年

ヨリ第5年年ヲ通ジ見ルトキハ正常単二於テ攣

化ヲ認ムル牽ヨリ促進二二i二化ヲ認ムル牽ノ方

僅カニ大ナルヲ知ル．而シテ第12表ノ如ク「v

ントゲン」心証見上正常ト思ハル・モノ＝於ケ

ル促進者ノ率ヨリ攣化ヲ認メタルモノS於ケル

促進者ノ牽大ニシテ學年別二見ルトキモ略同様

ナル關係＝アリ．

第11表  赤沈ト「レ」線所見 （其ノ1）

正  常 （1－12mm） 促 進（13mm以上） 赤 沈

{ 年
入員

レ線上正
夋g思ハ
泣泣cm

レ線上麺
ｻヲ認メ
^ルモノ

鍵化ヲ認メタルモ

mノ率

レ線上正
夋g思ハ
泣mレモノ

レ線上攣
ｻヲ認メ
^ルモノ

攣化ヲ認メタルモ

mノ率

1學年
Q學年
R學年
S三年
T學年

130

P42

P30

P46

P11

46

T3

S9

S9

S1

84

W9

W1

ｨ70

64．6±4．9

U2．7±4．1

U2．3±4．3

U6．4±3．9

U3．1±4．6

入員

Q9

P6

Q4

@5
P8

94626

20

P2

P8
R12

69・ρ±8・6

V5．0士10．8

V5．0±8．8

U0．0＝ヒ21。9

U1．7±11．5

計 1659 238 421 63．9±1．9 92】27 65 70。7±4．7

第12表  赤沈ト「レ」線斯見（其ノ2）

’  正常ト思ハルルモノ 攣化ヲ認メタルモノ レ線
@ 所見

{年
赤沈正常
i1－12m両

赤沈促進
i13mm以上）

促進者ノi率
赤沈正常
i1－12mm）

赤沈促進
i13瓢m以上） 促進者ノ寧

1學年
Q阿附
R翌年
S學年
T學年

入員

?55

@57
@55
@51

@47

46

T3

S9

S9

S1

94626

16．4±5．0

V．0±3．4

P0，9±4．2

R．9±2．7

P2．8士4．9

入員

黷P04

P01

@99
P00

@82

84

W9

W1

X7

V0

20

P2

P8 ．
R12

19．2±3ゼ9

P1．9±3．2

P8．1±3．9

R．0±1．7

P4．6±3．9

計 265 238 27 10．2±1．9 486 421 65 13．4：：ヒ1．5

 第2目赤血球沈降速度ト「ツベルクリン」

    皮内反鷹（第13表及ビ第14表〉

 赤血球沈降速度ト「ツベルクリン」皮内反町ト

ノ關係ヲ見ルニ第13表二示スガ如ク赤血球沈降

速度正常者＝於ケル「ツベルクリン」皮内反慮陽

性率 38．2±1．9％二比シ促進者二於ケル陽性率

ハ46．7±5．2％ニシテ後者ノ方大ナリ．叉第14

表皇見ルが如ク陽性機中ノ促進者7率14．6士

2．1％ハ陰性中ノ促進者ノ率10．7±1．4％二比シ

テ梢々多キ傾向ヲ有ス．

［IB］
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第13表  「ツ」反憲ト赤沈 （其ノ1）

正  常（1－12mm） 促 進（13mm以上） 赤沈

{ 年
人員

『ツ」反癒

A性工員
「ツ」反懸

z性人員 陽性率 人員

・ツ、反麟ツ、騰陰性八二

陽性人員 陽性率

1學年
Q學年
R學年
S學年
T學年

130

P42

P30

P46

P11

86

X3

W1

V9

U8

44

S9

S9

U7

S3

33．8土4．1

R4．5：：ヒ4．0

R7．7±4．3

S5．9±4．1

R8．7±4．6

29

P6

Q4
T18

15
W15110

14
W948

48．3土9．3

T0．0±12．5

R7．5±9．9

W0．0土17．9

S4．4±11．7

計 659 407 252 38．2±1．9 92 29 43 46．7±5．2

第14表  「ツ」反慮ト赤沈 （其ノ2）

陰      性 陽      性＼撫學年＼

入員
赤沈正常

i1－12fn皿）
赤沈促進

i13mm以上） 促進者ノ牽 人員 赤沈正常
i1－12mm）

赤沈促進
i13mm以上） 促逡者ノ率

1引証
Q學年
R學年
S高年
T學年

101

P01

X6

W0

V8

86

X3

W1

V9

U8

15
W15110

14．9士3．5

V．9士2．7

P5．6士3．7

P．2土1．2

P2．8±3．8

58

T7

T8

V1

T1

44

S9

S9

U7

S3

14
W948

24．1士5．6

P4．0±4．6

P5．5±4．7

T．6±2．7

P5．7±5．1

計 456 407 49 10、7±1．4
1295

252 43 14．6土2．1

 第3目 既往症ト赤血球沈降速度（第15表）

 既往症ト赤血球沈降速度トノ關係ヲ見ル昌各

學年匿々昌シテー定ノ關係ヲ認ムルコト能ハズ

総計二三テハ既往症ヲ有スルモノ62二等10名ノ

促仁者アリ，16．1％＝相當シ，無キモノ689名

中促進者82名，11．9％昌封シ這々高率ヲ示セリ．

第15表  既往症別赤沈速度

有スルモノ 無 キ モ ノ 既往症

{ 年 人員 促進

ﾒ敷
促進者ノ率 人員 促進

ﾒ数
促進者ノ率

1早年
Q學年
R延年
Sか年
T忘年

11
X111714

31501

27．3±13．4

P1．1±10．5

S6．4士15．O

@ o
V．1±6．9

148

P49

P43

P34

P15

26

P5

P9
T17

17．6士3．1

P0．1士2．5

P3．3士2．8

R．7±1．6

P3．9±3．2

計 62 10 16．1士4．7 689 82 11．9士1．2

     第4項結核菌槍査
 全員751名二封シ，生理的食盤水ヲ以テ三編

セシメ此ノ含漱水ヨリ結核菌培養ヲ施行セルモ

1名ノ菌陽性者ヲモ嚢見セズ．

    第5項婁注意者（第16表）

 1）肺野二浸潤ヲ有スルモノ，2）肺門二攣

化アリ，血沈1時間値16mm以上ノモノ，3）

肺門陰影蹟大シ且ツ硬度軟鵠シテ「ツベルクリ

［ 174 ］
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ン」皮内反慮陽性ナルモノ，4）肋膜肥厚著明

ナルモノ，5）「ツベルクリン」皮内尊慮陽半者

ヲ要注意者トナ不トキハ74名トナレリ．然レド

モ結核菌検査成績ノ結果ヨリ見ルトキハ何レモ

感染源トノ、畠山難シ．

第16表 要注 意者

隔年 姓名 年齢 既往症 撫 赤醐瑠活 理學的所見 「レ」線 所 見

・鯛織田1・3」l l7・71外乳2i劉右肺尖部呼吸訓肺門淋巴腺畷（硬）

〃1五＋嵐t・a51 127・211§［37伽l  i左記二初鰻艦爾極論繭

〃国璽1・a41 18x71i§13M【222・1罐騒及ビ下部階鵬蠣鑛鯉群（硬）

〃 山 下 13・6． 肋膜炎 22x22
1書

37．1

  【右下濁音横隔膜ノ2040

券ﾕ吸音鏡 右下二指頭大ノ軟カキ浸潤

〃1熊谷1・3」l L・ll召137・7｝26・・1  階騰難（軟）

〃1有松i・4・｝ ｝3・・48閾37晦・1右肺尖部呼囎華字淋巴腺灘（硬）砿（＋）

〃i醐iユ乳51肋麟145・5・11113乱51236・1右隙部呼吸訓 左肺門淋巴腺腫脹（中）

〃｝谷1・3」I I・圃3a・1・76・1  隔矧噸キ浸潤
〃睡野1・翫・・1肺門搬1・ll§137・71182・l  l初鰻嬬繭形成期

〃｝新佐｛・呵  117・3・1§含137瀬・l  I肺門淋巴腺臨（申）

〃1馬副・331 1・5・151、1137・・【2・2・i  l

〃 新家 17．8 15×エ5
11
P3

38．1 1900 右上呼吸昔鋭

左肺尖二二キ浸潤，右下二揖指頭大ノ浸潤申昌室洞アリ爾肺門腺腫膿（申）

〃1越副・3・6i肋膜炎125・3・121｝37牌・1套稠昔呼野弱i肋膜肥厚癒着 …   5

〃1本村1・a91肺浸潤i23×1gil暑137・71174・齢難麗糊寝犠肋膜開平四二

〃1村1・331感胃1・ll13臥8185・l  l
 －  一   皿          一 一

ﾇ隣臨肺門淋巴罐
〃1桐生1・副  i・8x・6儲137柳・i  嵯鴨騒翻軟）
〃1小西i・a・・｝感胃i・l18i37碑・；右後峡呼吸訓左肺門二石灰2個

〃1正木i・a・i肺炎125x281§137抑。｛右上呼吸韻1卓出二二浸潤（硬磁肺門網石

〃1西村1・畷感冒122・161ユ告137噸・1  陛難糧欝（申）砿アリ右
t北村1・λ・・i〃     臨ll、ζ137瀬・l  l肺門淋巴腺臨（軟廊大ナリ

〃1生垣1・3・・1 13・×2・l1613a912・・d十字自判倒 左肺門淋巴腺腫脹（中）

〃i幅田i拡gi l・｛19i3＆gi22⑪鰭骨移行性呼1 左肺上野硬キ増殖性浸潤

〃1山畔訓  い 一1葦ll坤4。・1  1左肺門淋巴腺醗（中）

〃1寳達1・a2i i・i§i37・・1・4・・ i肺門淋巴腺臨㈲右上囎

1室本113・3i肺炎〃     1撫1脚6物・1  騨央二5臓鰍ノ鰍浸
〃1蓮沼圃  128x2。1    階嬰鱗麟認潤

                一      ｝P引37・6121・・｝
一           一   一

［ 175 1
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tt

tl

tt

t1

12鯛
lr

tt

tt

tl

tt

tt

tt

tl

tt

tl

t1

1桶・1・呵  1・

1大前3・7睡胃
1末紳2・・｛感冒

指扇1・3・・1肺炎1・

高帥4・・

1松剛・3・g睡胃

1寺尾1・4・81感則・1
｝今城i・3…階浸潤感材！巨全137・3｝25・・1

【紺谷1・4・51 1・l

I木村1・3…1感応1・
南面】・4・7i

1白州・3…1

隣田1 i4・ii1

1竹田1・4・2

1田中1…21

1立帥3・91

1o
llg ． 231

牒六十｝濫！il｝i37・3129。・t

3鯛谷本1・5・61 歳計
ft

tt

tt

tt

tl

tl

tt

tl

ts

t／

11

”

tl

rt

1越原1・6・61

1川副・5・2i

l森蒲団
1長江1・5・3

1新家1・5・・1

麗；擁139

1ix21

12．，）

            f

liEs沖5・5｝肋劇

睡則・4…1

守神5・3膿一十1

陣副・副肺野
障帥5…l
l川崎j i5・3 1

1山神語感胃
1長田i・4・・。l

l町帥刺

o

o

o

o

12×21

121 × 20［

lol
〔5総！

ll剛28。・1右上移碓呼囎1肺門淋巴腺晦（申）

副3λ2i21・・1左上呼丁丁1肺Fr淋巴耀脹㈱

葦別37・6i18・・l  l右上及下囎殖硅浸潤

迭913氏612…齢尖部丁丁鋭1奮峡及ビ右下二硬囎殖性浸

参137・7】3…1右上呼囎観応上部噸キ爾肺門砿

、量13孤3［3・5・1右肺尖部晦醐1醐肺門淋巴腺隣（軟）

垂1137瀬徳論蝦囎」鯉礎畢欝（申）

ユ全137瀬・1  陛駿蟻蚕鯉室洞アリ

逡岡27・・i  i肺門淋巴腺臨
            一     P馳御・陪丁丁丁台肺門淋巴腺搬

1量137・・i3・。・1  脚1肺門淋巴二二

、窒1364馴右上移行性呼囎膿謹重藤緩計上晶晶
                    一  『       ｝         一 幽

Pま137・31馴   1罐騰讐腫脹（軟）

1列3吻・t  襯鑛撫簡隔膜賭
             一      一  一 一 『 一  …

s禔E125・・肺尖呼囎釧右肺門淋巴腺搬（硬）

21137抑」右丁丁呼吸音釧翻離野台欝）

§｝37・5｝4・5。／  1右上野二爾

1；！37・・！4・5・l  l酬肺門淋巴臓（硬）

、引37聯・｝  陣側脈硬キ浸潤

1舞i37・物・1  i爾側肺門二石灰

1農園254⑪騰上野移行性呼1膿欝畢欝）

ll137牌・1  騰門淋巴腺臨硬）
1彗13a司276・1  糖瀦講脹（硬）
竃湯37脚1丁丁書呼吸二面南画購（軟）                      一 一 一

2引37細繭尖丁丁賠鏡無遠慮灘驕騨
1§｝3乱51222・1右上呼吸醐薫育Fr淋巴腺搬

劃36・71255・t  講論犠鶏懇鱗巻
1813氏713…1  隣門淋巴腺腫脹

珪9137噸・1  繍門淋巴醐厳）

暑熱37・・l  l灘灘簾舞）
§乙i3a71335・「  障門淋巴腺二二

4鯛蓮花i i8・2 1肋劇24・・41913…12…i

t1 1北川1 i・…1

1右上關右横縢儲

125叫li37・2126・・1左上呼吸翻 1韻潤（硬）
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〃1宇品・7あ1肋膜［。1、136・3［38・・1右上呼囎釧左下闘硬）右横畷鰭

〃【今州・6…I l盤llll137・814…1  両三淋巴腺臨
〃1笹野i・ε1i肋膜1・7×f71、li36牌・麟罐讐顯鋭1

套鶴簾着左申二醐軟） 一 薗            一 一       一

〃1石田1・ε9｝肋膜17・71弱136・7i396・1欝難最盛騰騨轟馨腫脹（硬）醐＋）

〃】室副・6…1野望巴133・25il【36・9【49・・1  圃搬潤（硬）

〃1宇津｛・5…I I2・・231、l137・7132・・1右上灘呼囎［右中央二浸潤（硬）

〃1大木115…1羅縫巴1・13i36・8129・・1右上呼吸醐瞬（硬）

5學年 吉 田 17．1
肺炎肺門
ﾒ巴腺睡
ｯ膿胸

0
、1 一輪暮鏡 左肺門淋巴腺腫脹（硬）右肋膜肥厚，横隔膜懸着

〃1本副・6・・11 123x2・i劃36・8【3…l  l左肺門二心

〃1河野1ユλU｝肋劇2・x2・1、ε137・3｝374・1右衡性心囎庵醸讃魏蕪蜂薯門淋

〃1南｝1＆41野飼14・x3・lll1365抑・1  陣肺門淋巴腺酵

〃｝笠島1・7・4｝旧劇32・28111137・1｝31・・｛右上呼囎鏡1建嬰灘野羅

〃／石戸谷1・＆71幣感i5・5｝9136・7139・・l  l右二欄（硬）

〃1松野［1＆61 い1毒§137牌・！右肺尖部呼吸綱左肺門二砿

列松倉i・6・gl 2…611き137・・133・・1   爾肺門淋巴腺臨

第4章 考

   第1項「ツベルクリン」皮内反鷹

 「ツベルクリン」皮内反感が其ノ年齢ト準行シ

テ其ノ陽性率ノ増加スルハ諸家ノー致セル結論

デアル．余等ノ成績モ困難年ト共世俗チ年齢ト

共昌増加スルヲ認ム．’而シテ此ノ李均陽性率

39．3士1．8％ハ金澤市ノ男子小學校見童r施行セ

ル上田，森田，河村cg）ノ21．05士2．95％，有馬

（宗），安達旧く5）ノ30．7％，金原，今井等㈹ノ

34． 10±2．06％ヨリハ高ク，金澤市内高等；透門學

校生徒二施行セル横井等（3）ノ73．5±2・0％，芦

一等（7）ノ79．4％ヨリハ低シ．即チ肖者ノ中間

二位ス．二二地方ノ中等學校ニテ検索セル成績

ヲ見ル＝有馬（英），山田く8）ハ札幌市丙男子中

等學校二於テ13一一15 Mハ47．9％，16－17歳ハ

58．6％， 玉8－19歳ノ、77．3％， 20－21歳ノ、70．9％，

22・一・一25ttハ83．6％，26歳以上ハ75．0％＝シテ平

均68．9％ナリト．菅原（9）ハ東京市内男子中等

學校二於テ12歳ヨリ20歳二及ブ1047名ニツキ陽

察

 性率57．9％ヲ得．日置（達），井下等く10）ハ大阪

 市内男子師範同校寄宿舎生徒230名ニツキ槍i査

 シ， 16－18：歳92．0％， 19一一20：歳93．3％，：弔均

 92．5％ナリト報告ス．同ジク大阪市内ノ中等學

 校二就テ池内，有馬等（11）ハ男子師範學油日於

 テ77．72％，中學校＝於テハ44．20％ナリL砂

 川（12）ハ奈良縣＝於テ男子師範學校＝於テハ

’57・8％，商業學校二於テ46・8％，中學校二於テ

 43・2％ナリト．唾壷衛生課㈹ニチハ男子中等

 學校生二二就テハ56．5％ノ陽性率ヲ示セリ．武

 智（14）ハ香川縣下＝於ケル中等學校ノ槍十二於

 テ師範三校二二テハ50．45コ口商業高校＝於テ

 27．35％，中暑校・＝於テ32．09％ナル陽性牽ヲ出

 セリ．今村㈹ハ阪網間某中等學心配於テ63．1

 ％ノ陽性率ヲ示セリ．小田（16）ハ墓濁二於テ内

 二才男子中等學生ハ45．8％，本島人男子中等學

 生ハ49．4％ナリト．同ジク北陸地方ノモノトシ

 テ高畠，加藤㈹ハ幅井縣下男子中等學校生徒
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sッキ42．3％ナリト報告ス．余等ノ今回得タル

成績ハ以上二記載セル全曲申等學校ノ陽性牽昌

比シ特出高率ナリトハ考ヘラレズ．ムシロ低率

ナリ．

 市町村別成績二三シテハ陽性率ハ市出身者二

品テハ町村出身者二比シ大ナルコト，：或袖留都

市出身者ハ小都市出身者ヨリ大ナルコトハー般

＝意見ノー致セル所ナリ（貴島，舳松（18），座

本，深谷㈹，安宅鋤，佐々木鋤，杉山，伊藤

働，中本〈“B），山田（光）（29＞，田中等（25），漏鐵衛

生課㈹，横井等（3））．

 余等ノ成績蹴球テハ下級正夢二於テハ市外碁

盤出身者ハ郡小學校出身者二瀬シ僅カニ高率ナ

ルモ，上級學年半於テハ市小藩校出身者二軍シ

小小學校出身者ノ陽性率著明昌増加シ下級學年

ト黒歯スルヲ認ム．他府縣出身者叩上級學年，

下級累年共二審同率ニシテ北陸3縣出身者ヨリ

大ナリ．此ノ他府縣出身者ノ父兄ハ多ク官吏昌

シテ度々韓任ヲナシ，大都市等二居佳スルコト

モァリ結核感染ノ機禽多キモノナルヲ以テスル

モ其ノ陽性率多キハ當然ナリ．

 父兄ノ職業別成績羽書シテハ古屋等（26）ハ無

職最：大骨シテ公務，商工，：農業ノ順二減少スト

報告ス．横井（3）ハ最：大ナルハ自由業，最小ナ

ルハ商工及ビ無職ニシテ，農業及ビ勤人ハ其ノ

中毒二位スト．余等ノ成績二於テハ自由業及ビ

商工最大，勤人ハ最小，農業及ビ無職地中聞ニ

アリ．調査封象ノ如何ニヨリテー様ナラザルモ

ノノ如シ．

 既往症別成績二郎テハ横井等紛ハ結核性既

往症ヲ有スルモノノ陽性牽ハ無キモノノ陽性牽

ヨリ大ナリト報告ス．余等ノ槍診二曲テモ結核

性既往症ヲ有スルモノノ陽性asハ62．9±6．1％，

無キモノノ陽性率ハ37．2±1・8％ニシテ著明ナル

攣化ヲ認ムルヲ得
            ら 肺活量二關シテハ「ツベルクリン」皮内反憲ト

ノ聞二特別ナル關係ヲ認ムルコト能ハザリキ．

横井等C3）モ陽性者二比シ陰性者二於テ良好ナ

ルが如キモ明確ナル差異アル所見ハ得難カラン

トナス．

    第2項「レントゲン」線所見

 「レントゲン」線所見ニヨル結核性尊母二關シ

テハ其ノ撮影方法及ビ画影ノ相違＝ヨリ其ノ成

績ハ諸家昌ヨリ異レリ．然レドモ「ツベ：ルクリ

ン」皮内反鷹トノ關係ヲ見ルニ堂野前等（27）ハ看

護婦ニツキ「ツベルクリン」皮内反鷹陽性者13例

申「レントゲン」線爲眞；テ石荻沈着，肺門部陰

影増大等ノ異常所見ノ臨急7レシモノハ10例，

陰性者25秘中同様ノ所見アリシモノハ7例ナリ

ト報告ス．氏家働ハ海軍兵員二就テ陽性者ノ

全例二陰性者ノ90．9％二鐘化ヲ軽爆タリ．瀧

本，深谷（19）ハ看護婦ニツキ陽性者ハ53．3％二

「レントゲン」線所見二異常ヲ認メ，陰性者二於

テハ20．5％二藍化ヲ認一一リ．安宅（29）モ看護

婦ニツキテ陽性者ノ25．7％，陰性者ノ52％二

病攣ヲ見タリ．横井等㈹口論門學校生徒ニツ

キ陽性者ノ89．5％二，陰性者ノ73．8％二「レン

トゲン」線所見異常ヲ認メタリ．此等ニヨルモ

「レントゲン」線所見二異常ヲ認ムルモノハ陽性

者二多ク陰性者ニ口少ナシ．余話ノ成績モ亦陽

性者二「レントゲン」線楽書異常ヲ認ムル牽ハ陰

性者二型ケル率ヨリ高ク，叉逆＝「レントゲン」

1“y眞二異常ヲ認ムルモノノ陽性率ハ「レントゲ

ン」爲眞正常者二於ケル陽性率ヨリ大ナリ．

     第3項赤血球沈降速度

 赤血球沈降速度F「レントゲン」線所見トノ聞

二密接ナル關係アルハ諸家ノ認ムル所ナリ．池

内，有馬（11》モ赤血球沈降速度正常（1－10）ナ

ルモノニ就テ疑活動性，活動性結核震見立ハ極

僅カナルモ赤血球沈降速度彊度促進セルモノニ

於テハ其ノ獲見隠ハ著明二八クナルヲ認ム5。

暮露ノ成績二於テモ促進者二於テ順化ヲ認ムル

率大ナリ．

 赤血球沈降速度ト「ツベルクリン」皮内尊慮ト

ノ關係ヲ見ル＝菅原（9）ハ東京市内男子中等墜

校生徒＝ツキ陰性者＝於テ陽性陰言比シ促進ス

ト稻ス．山田（光）（29）ハ岐阜市内野工場女工ニ

ツキ「ツベ施タリン」反臣陽性者バー般＝同反響

陰性者二黒シ赤血球沈降速度大ナリト護表ス．

砂川㈹モ同様「ツベルクリン」皮内反慮彊陽性
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者二野テハ同陰性者＝比シ赤血球沈降明度梢々

促進セル傾：向アリト．横井等 （3）ハ赤血球沈降

速度促進者ハ陽性者二多ク，從ツテ促進者ノ陽

性率ハ正常者二比シテ高シト．余等二於テモ同

様ノ結果ヲ得タリ．

 之ヲ要スル＝余割ノ施行セノt金澤市内某男子

中等下校生徒ノ結核ヲ主トセル集團検診＝於テ

「ツベルクリン」皮内反憲陽性率獣偏來報告セラ

レタルモノ＝比シ高率ナリトハ考ヘラレズ．ム

シロ低率ナルヲ知ル．且ツ要注意者ト認ムベキ

74名＝於テモ喀疫楡索上感染源ト見徹スベキモ

ノノナカリシバ極メテ幸甚トスベキナリ．只3

名ノ塞洞所有者二就テハ充分ナル警戒ヲ要スル

モノト考ヘラル．更二本校二：就テ逐年的二同一

楡索ヲ施シ，追ツテ結核ノ豫防二萬全ヲ期スル

ト共二上述ノ諸検査成績ノ推移ヲ鮮明ナラシム

ル豫定ナリ．

第5章 結

 金澤市某男子中等學校生徒751名ニツキ結核

集團検診ヲ行ヒ次ノ成績ヲ得タリ．

 1．「ツベルクリン」皮内反鷹ノ陽性率ハ第1

學年36．5±3．8％，第2學年36．1土3．8％，第3

學年37．7士3．9％， 第4學年47．O±4．1％， 第5

學年39．5 ±，4． 3％，野馬39．3±1．8％ニシテ學年

ト共二増大ス．

 2．出身小學校勘成績ハ下級歯並曽於テハ市

上學校出身者陽性率大ナルモ上級學年二於テハ

郡部小學校出身者陽性頭大ナリ．

 3．父兄ノ職業別成績二於テハ自由業及ビ商

工最：大，勤人最小，農業及ビ無職ハ中間＝位

ス．

 4，既往症別成績＝於テハ結核性既往症アル

モノノ陽性率ハ62．9±6．1％ニシテ無キモノノ陽

性a率 37．2±1．8％二比シテ遙力＝大ナリ．

 5．肺活量トノ關係二於テハ陽性者，陰性者

ノ間二差異ヲ認ムルコト能ハズ．

 6．「レントゲン」線検査成績ハ正常ト思ノ・レ

ルモノ265名（35，3土1．7％），結核性異常所見ア

ルモノ486名（64．7士1．7％）ナリ．

 7．「レントゲン」線所見ト「ツベルクリン」皮

論

内反慮トノ關係＝於テハ「レントゲン」線所見＝

結核性異常ヲ認メタルモノノ「ツベルクリン」見

開陽性率ハ「レントゲン」線所見正常者ノ「ツベ

ルクリン」反慮陽性i率ヨリ大ナリ．叉「ツベルク

リン」愚慮陽性者＝於テハ陰性者二選ケルヨリ

「レントゲン」線所見上手化ヲ認ムルモノ多シ．

 8．赤血球沈降速度促進者ハ92名（12．3±L3

％）＝シテ「レントゲン」線所見二攣化ヲ認ムル

モノニ促進者多シ．

 9．赤血球沈降音度ト「ツベルクリン」皮内反

慮トノ關係二君テハ陽性者中＝促進者多シ．

 10．既往症ト赤血球沈降速度トノ間ニハ特殊

關係ヲ見出スコトヲ得ザリキ．

11．含漱水ヨリ結核菌培養ヲナスモ菌陽性者

ヲ獲見セズ．

 12．「レントゲン」線所見ヲ基礎トシ他ノ検査

成績ヲ参考トシテ結核要注意者74名ヲ焚見セ

リ．然レドモ何レモ喀疾検査ヨリシテ感染源ト

ハ認メラレザリキ．

  欄筆二四ミ終始御懇篤ナル御指導ト御校闘ヲ賜

 リタル恩師谷野教授並ビ＝柿下助教授二深謝スル

 ト共二御援助ヲ奥ヘラレシ學副膵局二感謝ス．

文

1）田澤，全州公立結核療養所下闇ノ経過概要．

結核，第18巻，36頁，昭和15年ヨリ引用．  2）

Westergren， Uber die Stabilitzat reaktion des

Blutes， Nebst Vergleiehwerten bei verschiedener
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Methodik． Kl． Wochenschrift． Jg． 1， Nr． 27，

S． 1359， 1922． Zur Methodik der Senkungsrea－

ktion Dtsch． Med． Wschr． 1923， Nr． 7， S． 218．

3）横井，菱川，黒田，金澤市内某高等山門島島

生徒ノ結核調査成績．十全會雑誌，第45巻，第10

號，3151頁，昭和15年．4）上田，森田，河村，

金澤市外野k市町尋常高等小感温麺破篭ツキ施行

セル「v」氏反悪妻就テ．民族生物學研究，第6

輯，141頁，昭和13年． 5）有馬（宗），安勲等，

Mantoux氏反磁ヨリ観タル石川縣農村民ノ結核感

染．結核，第17巻，第5號，593頁，昭和14年．

6）金鳳今井等，金澤市ノー小出校児童約1千

名＝施行セル集團梅診成績（第1報）．十全會雑誌，

第45巻第8號，2220頁，昭和15年．7）芦潔，

木村，田中，大月等：，石川，継井爾直下二三ケル

集團樵診結果二就テ．結核，18巻，第6號，572頁．

8）有馬（英），山田，青年期ノ結核二關スル研究．

結核，第10巻，第5號，232頁，昭和7年，  9）

菅原，青少年無二於ケル鯉口本邦入赤血球沈降速

度ノ代表値二關スル生物統計學的観察，臨床内税

第1巻，第2號98頁，昭和10年．  10）日置

（逡），井下，米田，田中，大阪市内某師範學校寄

宿舎生徒ノ健康調査成績．結核，第15巻，第3號，

241頁，昭和12年．11）池内，有馬，坂本，山本，

大阪府下男女中等學絞（5校）生徒ノ結核二關スル

画竜検診成績，中央醤學，第9巻，31頁，昭和15

年．  12）砂川，奈良縣中小學生二於ケル「ツベ

ルクリン」皮内反窓ノ成績．結核，第13巻，第3

號，187頁，昭和10年．13）南満淵鐵道株式會肚

地方部衛生部，在満邦人児童生徒ノ結核二驕スル

調査．東京幽幽新誌，第59巻，第2953號，2749頁，

昭和10年． 14）武智，中等後面小三校児童生徒

結核感染率二幅スル調査．血煙衛生， 第20巻，

562頁，昭和15年． 15）今村，肺結核野鼠スル

集團三論．結核，第16巻，第5號，627頁，昭和

13年． 16）小田，塵灘吐血ケル結核ノ地理病理

學的潮察．結核，第16巻，第12號，1456頁，昭和

13年．  17）高畠，加藤，北陸中等學校生徒ノ

「マ」氏反懸ユ就テノ報告．民族生物學研究，第6

輯，135頁，昭和13年． 18）貴島，舳松，若年

女子『ツベルクリン」反憲陽性者ト陰性者トノー比

較．結核，第8巻，556頁，昭和5年． 若年女子

二於ケル「ツベルクリン」反懸陽性率轄化及結核罹

患ノ観察．結核，第9巻，1頁，昭和6年．19）

丸本，深谷，女子青年（看護婦）二於ケル「ツベル

クリンJ反慮ト結核護病ノ観察．北海道醤學會雑

誌，第11年，877頁，昭和8年． 20）妥宅，金

澤醤大智長元院看護婦画引同養成所生徒ノ補盟結

合反論及ピ「ツベルクリン』皮内反吐．結核，第15

巻，651頁，昭和12年．  21）佐々＊，女子青年

（看護婦）二於ケル結核研究．結核，第16巻，634

頁，昭和13年． 22）杉山，伊藤，「ツベルクリ

ン」反回ヨリ観タル建直ノ結核感染率ト結核．軍

民團雑誌，第249號，325頁，昭和9年．  23）

中本，22）ヨリ抄． 24）山田（光），岐阜市内一

毛綜紡綾工場女工ノ赤血球沈降速度ト「ツベルク

リン」皮内反懸二就テ，結核，第13毬，462頁，昭

和10年置 25）田中，田坂，野村，大阪府下血紡

績工場女工ノ「ツベルクリン」皮内命懸ト其ノ後ノ

観察二就テ．結核，第15巻，664頁，昭和12年．

26）古屋，向井，青木等，豫備試験トシテ施行セ

ル5歳ヨリ19歳二到ル各年齢期學童謡生徒ノ「？」

氏観血調査威績．民族生物學研究，第6輯，83頁．

27）堂野前，林，高橋，安原，若年健康女子二二

ケル「ツベルクリン」反面ト胸部レントゲン所見二

就テ．千葉署學會雑誌，第9巻，第2部，129頁，

昭和6年． 28）氏家，「ツベルクリン」反慮ト胸

部X線像トノ研究．實踵画配學，第3年，第4號，

375頁，昭和8年．29）安宅，金澤醤大附屡画院

看護婦並二一養成所生徒ノ補髄結合反画譜ビ「ツ

ベルクリンJ皮内反論．結核，第15巻，651頁，昭

和12年． 30）砂川，小學児童及中等學生二於ケ

ル赤血球沈降速度蚊二之ト「ツベルクリン」反懸ト

ノ關係＝ツイテ．結核，第16巻，第6號，844頁，

昭和13年．
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